
華
厳
経
の
善
財
童
子

（
求
　
道
　
の
　
旅
）

松

う

水

大

覚

一

　
華
厳
経
に
於
け
る
若
き
求
道
者
善
財
童
子
の
道
を
求
め
る
に
就
い
て
如
何
に
困
難
な
こ
と
で
あ
り
、
又
如
何
に
険
し
い
道
で
あ
る

に
拘
ら
ず
そ
れ
を
興
し
な
態
度
で
克
服
し
て
ゆ
く
偉
大
な
精
神
を
論
究
す
る
に
当
り
先
ず
初
め
に
華
厳
経
の
概
要
を
述
べ
て
置
こ
う

と
思
う
。

　
華
厳
経
と
は
如
何
な
る
経
典
で
あ
ろ
う
か
と
云
え
ば
そ
れ
を
簡
単
に
現
す
も
の
は
経
営
で
あ
る
。
華
厳
経
の
経
典
は
釈
尊
が
始
め

て
正
覚
を
成
就
さ
れ
て
第
二
七
日
目
に
菩
提
樹
下
に
於
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
思
想
内
容
は
即
ち
仏
陀
の
善
所
証
の
有

り
の
ま
＼
の
真
理
の
実
況
を
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
他
の
経
典
に
勝
れ
た
根
本
法
輪
で
あ
る
所
以
で
あ
る
。
華
厳
経
の
思
想
と

は
一
言
に
し
て
云
え
ば
万
有
の
真
理
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
即
ち
宇
宙
の
本
体
．
実
性
が
華
厳
と
云
う
も
の
で
あ
る
。
故
に
こ
の
真
理
は

誰
が
発
明
し
た
も
の
で
も
な
く
、
亦
何
人
が
説
き
始
め
た
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
所
謂
法
爾
常
恒
で
あ
っ
て
横
に
は
十
万
に
遍

し
、
竪
に
は
三
世
を
窮
め
て
無
限
無
際
無
始
無
終
で
あ
る
、
実
に
高
尚
深
遠
で
あ
っ
て
仏
果
自
証
の
極
致
で
あ
る
。
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三



　
　
　
華
・
厳
経
の
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財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
四

　
華
厳
経
は
詳
し
く
は
大
方
広
仏
華
厳
経
と
云
う
の
で
あ
っ
て
、
大
は
包
含
の
義
で
絶
体
円
満
の
意
味
で
あ
る
。
方
は
方
正
軌
範
の

義
で
あ
っ
て
、
邪
曲
を
離
れ
た
る
こ
と
、
広
は
普
遍
広
大
、
際
限
の
な
き
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
大
方
広
と
は
宇
宙
の
大
真
理
の
こ
と

で
あ
り
、
仏
と
は
そ
の
真
理
を
覚
れ
る
聖
者
の
こ
と
で
あ
る
。
而
る
に
我
々
は
仏
と
云
え
ば
直
ち
に
釈
迦
を
想
念
す
る
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
釈
迦
は
一
般
に
二
十
九
才
に
出
家
修
業
し
て
三
十
五
才
に
し
て
成
道
し
、
八
十
才
に
し
て
入
滅
せ
る
偉
大
な
人
間
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
が
、
恕
し
こ
の
経
典
に
現
は
さ
ん
と
す
る
仏
は
人
間
的
生
活
を
し
た
釈
迦
で
は
な
く
て
、
釈
迦
を
し
て
永
遠
に
仏
教
徒
の

帰
依
所
と
な
ら
し
め
し
そ
の
自
証
の
法
身
、
即
ち
大
方
広
仏
で
あ
る
。
大
方
広
仏
は
永
遠
常
恒
の
仏
、
普
辺
広
大
の
仏
と
云
う
こ
と

で
あ
る
が
、
達
し
仏
は
常
職
普
辺
で
あ
る
と
云
う
だ
け
で
は
未
だ
仏
と
云
う
も
の
、
持
つ
意
味
内
容
が
明
ら
か
で
な
い
。
そ
こ
で
そ

の
意
味
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
は
華
厳
の
二
字
で
あ
る
。
華
厳
と
は
雑
華
の
装
飾
と
の
意
味
で
あ
っ
て
、
大
方
広
の
真
理
を
覚

れ
る
仏
陀
の
正
覚
の
美
は
し
さ
を
費
え
た
語
で
あ
る
。
古
来
か
ら
因
の
万
行
の
華
を
以
て
果
の
万
徳
を
為
る
と
解
釈
せ
ら
れ
て
る
る
。

因
の
万
行
と
は
大
菩
薩
道
で
あ
っ
て
自
他
の
　
切
を
救
済
せ
ん
と
す
る
大
願
を
以
て
進
む
道
で
あ
る
。
そ
の
大
志
願
の
為
に
種
々
の

行
業
を
修
習
す
る
が
故
に
万
行
の
華
と
云
う
の
で
あ
る
。
そ
の
大
菩
薩
道
は
大
方
広
仏
を
憶
念
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
万
行
に
よ
っ
て
成
就
す
る
果
の
万
徳
は
、
そ
の
ま
＼
大
方
広
仏
を
荘
厳
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
宇
宙
の
真
理
を
休
得
せ
る
仏

陀
の
正
覚
を
表
現
し
、
そ
れ
に
合
致
す
る
こ
と
を
説
く
経
典
と
云
う
意
味
で
あ
る
。

　
こ
の
経
典
は
漢
訳
に
さ
れ
て
二
部
有
り
一
は
六
十
巻
（
東
晋
の
仏
陀
蹟
陀
羅
の
訳
）
二
は
八
十
巻
（
唐
の
実
叉
難
陀
の
訳
）
で
あ

っ
て
三
十
四
品
よ
り
成
る
。
こ
の
第
三
十
四
品
目
が
入
法
界
品
で
あ
っ
て
、
求
道
者
善
財
童
子
の
求
道
を
明
か
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

又
入
法
界
品
が
継
歯
精
舎
を
道
場
と
す
る
所
か
ら
出
発
し
て
み
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
砥
園
精
舎
は
云
う
ま
で
も



な
く
伝
統
的
な
教
団
の
中
心
で
あ
っ
て
釈
尊
の
上
足
の
弟
子
舎
利
弗
、
目
結
等
の
常
住
す
る
所
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
（
1
）

　
文
珠
師
利
は
砥
園
精
舎
を
出
て
南
方
に
遊
行
し
て
覚
城
の
東
、
婆
羅
林
の
中
の
大
塔
廟
の
処
に
至
る
。
此
、
は
過
去
の
諸
仏
が
遊

行
せ
ら
れ
し
処
で
あ
っ
て
、
又
過
去
の
諸
仏
が
菩
薩
で
あ
っ
た
時
苦
行
を
修
め
ら
れ
た
所
で
あ
る
。
こ
＼
に
簸
て
文
珠
師
利
は
熱
烈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

な
求
道
者
善
財
童
子
に
遇
う
の
で
あ
る
。
官
財
童
子
と
は
出
生
す
る
時
種
々
の
珍
宝
自
然
に
涌
出
し
た
の
で
当
時
婆
羅
門
の
中
の
善

く
相
を
明
す
師
は
近
位
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。
即
ち
華
厳
経
春
第
四
十
五
の
入
法
界
品
第
三
十
四
の
二
に
文
珠
師
利
が
善
財
童
子

を
観
察
し
て
、

　
「
何
の
因
縁
を
以
て
か
名
づ
け
て
善
財
と
日
ふ
や
と
、
此
童
子
は
初
め
受
胎
の
時
、
其
の
宅
内
に
起
て
七
大
宝
蔵
有
り
、
其
の
蔵

よ
り
普
く
七
宝
の
楼
閣
を
出
し
、
自
然
に
金
銀
、
瑠
璃
、
真
珠
、
葺
草
、
礪
磯
を
周
備
せ
り
、
此
七
宝
よ
り
七
種
の
牙
を
生
ぜ
り
、

時
に
此
童
子
は
胎
に
有
る
こ
と
十
月
に
し
て
出
生
し
、
端
正
の
肢
体
具
足
せ
り
…
…
…
…
、
世
事
を
以
て
の
故
に
、
婆
羅
門
の
中
の

善
く
相
を
明
す
師
は
、
牽
け
て
善
財
と
臼
へ
り
、
此
童
子
は
己
曽
過
去
の
諸
仏
を
供
養
し
、
深
く
善
根
を
種
え
、
常
に
清
浄
を
楽
ひ
、

善
知
識
に
近
づ
き
、
身
口
意
早
く
し
て
、
菩
薩
の
道
を
求
め
、
諸
仏
の
法
を
修
し
、
心
の
浄
き
こ
と
空
の
如
く
し
て
、
菩
薩
の
行
を

具
へ
た
り
」
と
、

　
善
財
童
子
は
文
珠
師
利
を
見
る
や
偶
（
華
厳
経
巻
第
四
十
五
の
入
法
界
巻
帯
三
十
四
の
二
の
終
り
）
を
以
て

　
「
三
有
を
城
郭
と
為
し
、
高
慢
を
垣
踏
と
為
し

　
　
　
華
厳
経
の
善
事
童
子
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五



　
　
　
華
厳
経
の
善
柔
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

　
　
諸
趣
を
却
敵
と
為
し
、
染
愛
を
深
璽
と
為
し

　
　
愚
痴
の
闇
に
覆
蔽
せ
ら
れ
、
三
毒
常
に
熾
ん
に
焼
え

　
　
悪
魔
を
君
王
と
為
し
、
童
蒙
依
止
し
て
住
す

　
　
貧
愛
に
纒
縛
せ
ら
れ
、
諮
曲
は
正
行
を
壊
り

　
　
疑
惑
は
慧
眼
を
障
へ
て
、
諸
の
邪
道
に
流
転
す

　
　
等
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
」
と

　
類
し
て
今
ま
で
に
為
し
来
っ
た
生
活
を
繊
悔
し
て
、
更
に

　
「
清
浄
の
智
慧
眼
を
も
て
、
願
く
ば
解
説
の
門
を
開
き
た
ま
へ

　
　
諸
の
顛
倒
を
遠
離
し
、
無
畏
に
し
て
正
道
を
知
り

　
　
諸
の
正
趣
に
了
達
せ
り
、
我
に
菩
提
を
示
現
し
た
ま
へ
」
と

誠
実
の
心
を
以
て
請
い
奉
る
の
で
あ
る
。
文
珠
砂
利
は
之
に
対
し
て
其
の
菩
提
心
を
発
し
て
善
知
識
を
求
あ
た
精
神
を
称
讃
し
、
そ

の
精
進
を
持
続
し
て
菩
薩
道
を
求
め
、
普
賢
行
を
具
う
べ
き
こ
と
を
教
え
て
、
第
一
に
和
合
山
に
功
徳
比
丘
を
訪
問
す
る
こ
と
を
勧

め
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
善
財
童
子
の
善
知
識
の
歴
訪
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
善
財
童
子
は
在
家
の
青
年
で
あ
っ
て
而
か
も
大
菩

提
心
を
起
す
こ
の
童
子
こ
そ
未
来
の
仏
教
を
代
表
し
、
釈
迦
逝
け
る
婆
羅
の
林
よ
り
出
発
し
て
浄
土
を
荘
厳
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
善
財
童
子
は
文
珠
師
利
の
教
謳
を
聞
い
て
、
燃
ゆ
る
が
如
き
信
念
と
、
堅
き
決
意
を
以
て
南
行
し
て
道
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
最

初
の
知
識
は
可
楽
国
の
和
合
山
中
に
在
住
す
る
功
徳
雲
比
丘
で
あ
る
甘
楽
国
に
向
い
て
和
合
山
に
登
り
、
山
中
に
出
て
十
方
に
周
偏



し
て
一
心
に
観
察
し
て
大
師
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
す
る
こ
と
七
日
間
に
及
び
て
山
頂
に
静
思
し
て
経
食
し
て
い
る
比

丘
を
見
て
、
馳
せ
参
じ
て
教
を
請
う
た
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を

　
華
厳
経
巻
第
四
十
六
入
法
界
品
第
三
十
四
の
三
に

　
「
可
楽
国
に
向
い
て
和
合
山
に
登
り
、
彼
山
中
に
於
て
十
方
に
周
遍
し
、
一
心
に
観
察
し
て
、
大
師
を
求
寛
す
ら
く
何
の
所
に
在

す
と
為
す
や
と
是
の
如
く
尋
適
す
る
こ
と
長
し
七
日
に
至
る
。
爾
時
、
善
財
、
彼
比
丘
は
乃
し
山
頂
に
在
し
て
静
思
し
て
愚
行
し
た

ま
へ
る
を
具
己
り
て
馳
せ
詣
り
、
頭
面
に
足
を
悔
し
、
右
令
し
て
住
し
、
大
聖
に
白
し
て
言
さ
く
、
我
己
に
先
に
阿
褥
多
羅
三
貌
三

菩
提
心
を
奏
せ
る
も
、
而
も
未
だ
菩
薩
は
云
何
が
菩
薩
行
を
湿
し
、
菩
薩
道
を
修
す
る
や
を
知
ら
ず
、
我
、
大
師
の
善
能
く
宣
揚
し

ま
た
ふ
を
聞
け
り
、
唯
願
く
ば
慈
を
垂
れ
て
、
具
足
し
演
説
し
た
ま
へ
」
と
。

　
其
の
時
授
け
ら
れ
た
の
が
普
門
光
明
観
察
正
念
諸
仏
三
昧
で
あ
っ
て
略
し
て
云
え
ば
即
ち
念
仏
三
昧
の
こ
と
で
あ
る
。
其
の
次
の

経
文
に
詳
細
に
二
十
一
種
の
念
仏
三
昧
を
列
挙
し
て
み
る
。
　
（
初
め
の
十
は
念
仏
の
勝
徳
円
満
を
明
し
、
後
の
十
一
種
は
念
仏
の
妙

用
自
在
を
顕
す
）
こ
れ
を
探
玄
訟
轡
第
十
八
斑
針
九
に

　
「
普
門
と
は
別
書
を
簡
異
す
る
が
故
に
、
謂
は
く
別
門
の
中
に
は
或
は
一
方
二
方
、
］
仏
二
仏
等
を
見
る
皆
十
方
と
称
せ
ず
、
今

は
彼
に
依
ら
ざ
る
が
故
に
普
門
と
云
ふ
、
此
門
若
し
開
け
ば
普
く
十
方
画
数
の
諸
仏
を
見
る
こ
と
、
文
に
顕
る
＼
所
の
如
し
。
等
」
と

　
あ
っ
て
即
ち
此
々
を
成
就
す
れ
ば
普
く
十
方
諸
仏
を
顕
現
し
、
正
念
に
住
し
て
所
見
分
明
と
な
っ
て
而
か
も
一
切
の
障
碍
を
回
る

、
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
故
に
こ
の
名
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
功
徳
雲
比
丘
が
自
ら
そ
の
相
を
説
い
て

　
華
厳
経
春
第
四
十
⊥
ハ
入
法
界
品
第
三
十
四
の
三
に

　
　
　
華
厳
経
の
善
上
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
七



　
　
　
華
厳
経
の
善
財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

　
「
善
男
子
、
我
解
脱
の
力
に
於
て
清
浄
の
方
便
の
慧
眼
を
逮
得
し
、
普
く
照
し
て
一
切
世
界
を
観
察
す
る
に
、
境
界
無
碍
（
方
便

に
当
る
）
に
し
て
、
　
一
切
障
を
除
く
（
清
浄
に
当
る
）
等
」
と
。

　
云
っ
て
み
る
。
先
の
探
玄
記
に
「
文
に
亙
る
＼
所
の
如
し
」
と
は
正
し
く
此
を
指
す
の
で
あ
る
。
こ
の
念
仏
三
昧
が
菩
薩
の
一
切

修
行
の
根
本
で
あ
る
こ
と
を
顕
す
も
の
で
あ
る
。
而
る
に
念
仏
三
昧
を
明
す
は
此
所
に
初
め
て
立
つ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
華
厳
経

の
一
部
始
終
に
亘
っ
て
広
説
し
て
あ
る
。
先
づ
世
間
浄
眼
品
一
計
丁
に
大
衆
所
得
の
法
門
を
説
い
て

　
「
是
の
如
く
一
切
は
皆
悉
く
念
仏
三
昧
を
成
就
す
」
と
。

次
に
華
・
厳
経
省
第
四
、
盧
舎
那
品
第
二
の
三
π
計
一
に

　
「
普
荘
厳
童
子
は
是
如
来
を
見
巳
り
て
、
即
ち
念
仏
三
昧
を
得
た
り
」
と
。

　
又
普
賢
品
七
＋
を
丁
に

　
「
念
仏
三
昧
は
必
ず
仏
を
見
、
命
終
え
後
仏
前
に
生
じ
、
彼
臨
終
に
見
え
て
念
仏
を
勧
む
」
と

　
又
華
厳
経
巻
第
十
一
十
行
品
第
十
七
の
一
に

　
「
念
仏
三
昧
も
乱
れ
ず
」
と
又
華
厳
経
巻
第
二
世
間
浄
四
品
第
一
の
二
帝
釈
の
偶
の
中
に

　
「
若
し
一
切
三
世
の
仏
を
念
じ
、
広
く
能
く
仏
の
境
界
を
観
察
せ
ば

　
　
諸
仏
の
国
土
の
成
敗
の
事
は
、
　
　
仏
の
神
力
を
以
て
皆
悉
く
見
ん
。



仏
の
功
徳
の
無
量
な
る
こ
と
を
念
ず
る
が
故
に
、
広
大
の
歓
喜
心
を
生
ず
る
こ
と
を
得
」
と
。

又
華
厳
経
巻
第
五
如
来
光
明
覚
品
第
五
＋
証
丁
文
珠
師
利
偶
に

コ
向
に
如
来
を
信
じ
、
其
心
退
転
せ
ず

諸
仏
を
念
ず
る
こ
と
を
捨
て
ざ
れ
　
是
れ
彼
浄
妙
の
業
な
り
」
と
。

此
、
を
探
玄
記
π
＋
七
に
釈
し
て
信
心
念
仏
業
と
云
う
。

又
華
厳
経
巻
第
十
三
如
来
昇
兜
率
天
宮
一
切
宝
殿
品
第
十
九
岬
に

「
念
仏
三
昧
を
長
養
す
る
…
…
…
…
」
と
。

又
同
じ
く
＋
朗
丁
に

「
一
切
を
教
化
し
て
念
仏
三
昧
を
修
せ
し
め
、
法
界
に
充
満
し
て
衆
王
を
度
脱
す
る
こ
と
無
量
無
辺
な
り
。
」
と
。

又
華
厳
経
巻
第
十
七
金
剛
憧
菩
薩
十
廻
向
品
第
二
十
　
の
四
六
丁
に

「
一
切
の
衆
生
を
し
て
、
心
を
荘
厳
し
、
念
仏
三
昧
も
て
普
く
諸
仏
を
見
た
て
ま
つ
ら
し
め
。
」
と
。

又
華
厳
経
第
十
八
の
同
晶
第
二
十
一
の
五
砕
に

コ
切
の
衆
生
を
し
て
三
音
を
聞
く
こ
と
を
得
し
め
、
鼻
音
を
聞
き
巳
り
て
、
自
の
大
僑
慢
と
放
逸
と
を
捨
離
し
、

て
ま
つ
る
こ
と
を
得
て
、
堅
固
に
念
仏
三
昧
に
安
住
し
、
仏
の
境
界
を
修
し
て
未
だ
曽
て
廃
忘
せ
ず
。
」
と
。

又
華
厳
経
巻
第
二
十
の
同
品
第
二
十
一
の
セ
軒
に

「
三
世
の
一
切
諸
仏
を
正
念
し
て
念
仏
三
昧
悉
く
具
足
す
る
こ
を
得
。
」
と
。

　
　
華
・
厳
経
の
善
財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九

諸
仏
を
見
た



　
　
　
蕪
・
厳
経
の
善
財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

　
又
華
厳
経
第
三
十
一
仏
不
思
議
品
第
二
十
八
の
二
博
に

　
羅
切
の
諸
仏
は
一
切
世
界
長
の
中
の
種
々
の
衆
生
海
の
為
に
、
大
善
根
と
念
仏
三
昧
と
を
修
し
、
菩
薩
の
行
を
行
じ
、
諸
仏
を

　
観
察
し
て
」
と
。

　
又
華
厳
経
巻
第
三
十
二
の
仏
小
相
光
明
功
徳
品
第
三
十
＝
町
に

　
「
諸
の
天
子
、
五
欲
の
纒
心
は
念
仏
三
昧
を
修
し
て
皆
悉
く
除
滅
せ
ら
る
」
と
。

　
又
華
厳
経
巻
第
三
十
六
の
宝
王
如
来
性
起
品
第
三
十
二
の
四
跳
上
に

　
「
若
し
如
来
を
念
ず
る
者
有
ら
ば
、
念
仏
三
昧
を
得
て
正
念
に
し
て
乱
れ
ざ
ら
ん
。
」
と
。

　
又
華
厳
経
巻
第
五
十
の
入
法
界
品
第
三
十
四
の
七
一
丁
に

　
「
富
久
有
り
、
清
浄
荘
厳
と
臨
け
、
善
法
堂
よ
り
生
ず
、
若
し
一
丸
を
焼
か
ば
、
悉
く
諸
天
を
し
て
念
仏
三
昧
を
得
し
め
ん
。
」
と
。

　
又
華
厳
経
巻
六
十
の
同
品
第
三
十
四
の
十
七
＋
証
丁
に

　
「
一
切
刹
の
一
切
衆
生
は
皆
悉
く
念
仏
三
昧
を
修
習
せ
る
を
見
る
。
」
と
。

　
斯
く
の
如
く
華
厳
経
の
始
中
終
に
亘
っ
て
念
仏
三
昧
を
説
い
て
み
る
が
、
之
等
の
念
仏
三
昧
は
観
念
、
称
念
に
通
じ
又
観
念
中
に

も
理
観
、
事
観
、
事
理
双
修
等
と
あ
っ
て
、
称
念
に
も
通
の
念
仏
、
別
の
念
仏
が
有
る
。
又
別
の
念
仏
に
も
浄
土
真
宗
の
教
義
よ
り

云
う
時
は
真
門
、
要
門
定
散
の
念
仏
、
弘
願
の
念
仏
と
あ
っ
て
実
に
多
種
置
上
で
誠
に
複
，
雑
で
あ
る
。
要
す
る
に
単
に
念
仏
三
昧
と

云
う
時
は
単
純
な
る
一
の
行
法
の
如
く
な
れ
ど
も
其
の
内
容
の
義
理
に
至
っ
て
は
頗
る
広
漠
で
あ
る
。
大
乗
小
乗
に
亘
り
諸
宗
に
通

じ
、
殆
ん
ど
一
代
仏
教
の
義
理
を
含
む
が
故
に
念
仏
法
門
は
一
切
を
含
ん
で
修
行
の
根
本
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。



　
功
徳
雲
比
丘
が
所
得
の
法
界
で
あ
る
念
仏
三
昧
は
自
性
本
覚
の
解
と
、
聞
薫
習
と
の
外
縁
に
依
っ
て
真
如
法
性
界
の
不
動
を
決
定

了
知
し
、
以
て
仏
を
念
じ
、
或
は
口
に
こ
れ
を
称
え
、
身
口
意
の
三
業
相
応
し
て
無
相
離
念
の
心
境
に
達
す
る
念
仏
三
昧
で
あ
る
か

ら
理
念
の
念
仏
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

　
扱
而
善
財
童
子
が
最
初
に
訪
問
す
る
善
知
識
功
徳
雲
比
丘
が
何
故
養
母
三
昧
を
授
く
る
か
と
云
う
理
由
を
大
疏
砂
仁
＋
六
に
釈
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
「
最
初
善
友
先
明
念
仏
法
門
者
流
是
衆
愚
之
先
故
故
智
論
云
菩
薩
以
般
若
波
羅
密
亡
母
般
舟
三
昧
為
父
故
依
仏
方
成
余
薫
行
故
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
二
　
　
　
一
レ
　
　
　

レ
　
レ
　
　
ニ
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
初
住
中
縁
仏
発
心
楽
供
養
故
」
と
。

　
　
　
　
二
　
　
　
　
一

　
即
ち
こ
の
念
仏
法
門
は
凡
ゆ
る
行
の
先
駆
で
あ
る
か
ら
最
初
に
こ
れ
を
勧
む
る
の
で
あ
る
。

　
斯
く
し
て
善
財
童
子
は
功
徳
雲
比
丘
か
ら
念
仏
三
昧
を
受
得
し
て
、
南
へ
く
と
諸
善
知
識
を
歴
訪
す
る
の
で
あ
る
。
其
の
善
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

識
の
中
に
は
菩
薩
あ
り
、
比
丘
あ
り
、
尼
あ
り
、
優
婆
塞
あ
り
、
優
婆
夷
あ
り
、
童
子
あ
り
、
童
女
あ
り
、
天
あ
り
、
天
女
あ
り
、

外
道
あ
り
、
婆
羅
門
あ
り
、
長
者
あ
り
、
博
士
あ
り
、
論
人
あ
り
、
船
師
あ
り
、
国
王
あ
り
、
仙
人
あ
り
、
八
握
あ
り
、
仏
妃
あ
り
、

　
神
器
あ
り
其
の
掃
く
る
所
の
法
門
も
亦
種
々
差
別
あ
っ
て
浅
薄
極
ま
る
如
き
も
の
あ
り
、
或
は
甚
深
微
妙
な
る
も
の
あ
り
、
早
る

に
善
財
童
子
は
不
撹
不
屈
の
精
神
を
以
て
道
を
求
め
て
止
ま
ず
、
何
れ
の
場
合
に
際
会
し
て
も
必
ず
何
等
か
の
得
る
所
あ
っ
て
修
養

に
資
し
、
ま
す
く
向
上
発
展
し
途
に
彌
勒
菩
薩
の
浄
土
に
至
る
の
で
あ
る
。
此
＼
に
至
っ
て
管
財
童
子
は
昔
時
文
珠
師
利
の
許
を

去
っ
て
以
来
既
に
一
百
十
一
城
を
経
て
普
門
城
辺
に
至
っ
て
心
窃
に
文
珠
師
利
を
思
会
し
て
慈
顔
に
接
せ
ん
と
願
う
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
華
厳
経
巻
第
六
十
の
入
法
界
品
第
三
十
四
の
十
七
に

　
「
爾
時
、
善
財
童
子
は
是
の
如
く
百
十
一
の
城
を
経
焦
し
て
普
磐
城
の
辺
に
到
り
、
思
惟
し
て
住
し
、
十
方
を
観
察
し
て
、
一
心

　
　
　
華
・
厳
経
の
善
財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ニ



　
　
　
華
厳
経
の
善
財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

に
専
ら
文
珠
貝
割
を
求
む
ら
く
、
何
ん
が
当
に
会
遇
し
て
面
り
慈
顔
を
奉
ず
べ
き
、
是
会
を
潤
し
、
時
、
文
珠
師
利
は
遙
に
右
の
手

を
伸
べ
、
百
十
一
由
旬
を
過
ぎ
て
普
門
城
に
至
り
、
官
財
の
頂
を
摩
で
て
、
罵
言
を
作
さ
く
、
善
い
哉
、
善
い
哉
、
善
男
子
…
…
…

皆
悉
く
能
は
ず
」
と
。

　
「
是
時
文
珠
師
利
、
善
財
童
子
の
為
に
教
謹
を
示
し
己
り
、
慰
解
し
て
、
其
を
し
て
歓
喜
踊
躍
せ
し
め
、
阿
曾
砥
の
法
門
を
成
就

す
る
を
得
、
無
量
の
大
智
の
光
明
、
無
量
の
菩
薩
の
陀
羅
尼
、
無
量
の
大
願
、
無
量
の
三
昧
、
無
量
の
神
通
、
無
量
の
智
慧
を
得
、

皆
悉
く
成
就
せ
し
め
、
復
普
賢
の
所
行
の
道
場
の
内
に
入
る
を
得
し
め
た
ま
へ
り
。
」
と
。

　
即
ち
文
珠
師
利
は
遙
か
に
右
手
を
伸
べ
て
一
百
十
一
由
旬
を
過
ぎ
て
善
財
の
頂
き
を
摩
で
て
善
哉
く
と
歎
じ
、
進
ん
で
普
賢
道

場
に
入
ら
し
め
た
の
で
あ
る
、
善
財
童
子
は
］
切
衆
生
の
総
名
代
と
し
て
其
の
身
一
生
に
於
て
菩
薩
の
信
、
住
、
行
、
向
、
地
、
の

次
第
を
経
て
途
に
普
賢
の
所
に
至
っ
て
悟
り
の
世
界
に
証
入
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
左
の
如
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
1
信
一
文
珠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
住
…
一
功
徳
雲
以
下
十
人

　　

@　
@　
@　

@
「
寄
信
修
行
相
－
軽
h
鑓
韓
拡

　
　
掻
善
財
会
五
相
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一
地
！
1
大
天
以
下
十
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
会
縁
入
実
相
　
　
一
　
－
．
．
摩
耶
夫
人
以
下
十
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
摂
徳
成
因
相
：
1
－
i
－
－
彌
勤
菩
薩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
智
照
無
二
相
　
－
．
一
　
．
－
文
珠
師
利
菩
薩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
顕
因
広
大
相
．
．
…
　
・
．
．
普
腎
菩
薩



又
善
財
童
子
の
歴
訪
し
た
善
知
識
の
名
、
場
所
を
列
挙
す
れ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

巽酉ミヨ≡蔓f！f八七右耳円妻≡r
「
場
　
　
所
」

南
方
懸
濁
荘
厳
憧
裟
羅
林

南
方
立
楽
国
和
合
山

南
方
海
門
国

南
方
海
岸
国

富
方
自
在
翻
心
薬
城

南
方
黙
思
国

南
方
荘
厳
閻
浮
提
頂
国

南
方
海
潮
の
普
荘
厳
園
林

南
方
海
潮
国

南
方
進
求
津

南
方
師
系
譜
迅
城

南
方
毎
度
国

南
方
葬
具
国

南
方
海
住
城

南
方
大
興
城

華
厳
経
の
善
言
童
子

「
善
知
識
」

文
珠
師
命
菩
薩

功
徳
雲
比
丘

海
門
比
丘

善
住
比
丘

彌
伽
医
師

解
脱
立
者

白
藍
比
丘

休
捨
優
婆
夷

箆
目
多
羅
仙
人

方
便
命
波
羅
歯

釜
多
羅
尼
童
子

善
現
比
丘

釈
天
主
童
子

自
在
優
婆
夷

甘
露
頂
長
者

　
　
「
場
　
　
所
」

一
六
、
南
方
師
子
重
閣

一
七
、
南
方
実
利
根
国
普
門
城

一
八
、
南
方
満
一
城

一
九
、
南
方
善
光
城

二
〇
、
南
方
安
住
城

一
二
、
南
方
不
可
称
国
知
足
城

二
二
、
南
方
甘
露
興
国

二
三
、
南
方
楼
閣
城

二
四
、
南
方
可
楽
城

二
五
、
南
方
謄
躍
国
迦
陵
伽
婆
提
城

二
六
、
南
方
険
難
国
宝
荘
厳
城

二
七
、
南
方
首
魚
波
羅
城

二
八
、
南
方
光
明
山

二
九
、
東
方
空
中

三
〇
、
南
方
婆
羅
波
提
督

「
善
知
識
」

法
宝
周
羅
長
者

鈴
蘭
妙
光
長
者

満
　
　
足
　
　
王

大
　
光
　
王

不
動
優
婆
夷

随
順
一
切
衆
生
（
出
家
）
外
道

青
欄
間
香
長
者

自
在
海
師
（
海
師
）

無
上
勝
長
者

師
子
奮
迅
比
丘
尼

常
置
密
多
野
人
（
優
婆
夷
）

安
住
長
者

観
世
音
菩
薩

正
理
菩
薩

大
　
　
　
　
天

三
三
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華
・
厳
経
の
善
財
童
子

「
場
　
　
所
」
　
　
　
　
　
　
　
「
善
知
識
」

閻
浮
提
内
の
摩
端
下
国
　
　
　
　
安
住
道
場
地
神

閻
浮
提
の
迦
毘
羅
城
（
解
物
城
）
婆
娑
宇
陀
女
神

〃

摩
蜴
提
国

〃〃〃〃〃〃

閻
浮
提
の
流
汗
退
園
林

摩
蜴
提
国
議
毘
羅
城

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
〃

摩
喝
提
国
迦
毘
羅
城

塁
深
妙
徳
離
垢
光
明
夜
神

喜
洞
観
国
衆
生
塵
神

妙
徳
救
護
衆
生
夜
神

寂
静
音
夜
神

妙
徳
守
護
諸
玉
里
神

開
敷
畳
葦
夜
神

願
男
光
明
守
護
衆
生
夜
神

妙
徳
円
満
神

盟
夷
国
（
仏
妃
）

摩
耶
夫
人
（
鼠
舞
）

天
主
光
童
女

遍
友
童
子
（
博
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

　
　
「
場
　
　
所
」
　
　
　
　
　
　
　
　
「
善
知
識
」

四
五
、
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
善
知
衆
芸
童
子

　
　
「
註
」
衆
芸
と
は
所
知
所
解
世
間
の
持
芸
則
ち
文
字
等
で
あ
る
。

　
　
善
知
と
は
能
知
の
善
で
あ
る
。

四
六
、
摩
蜴
提
国
劇
日
量
城

四
七
、
南
方
沃
田
城

四
八
、
　
　
〃

四
九
、
南
方
出
生
城

五
〇
、
南
方
法
聚
落

五
一
、
南
方
妙
意
業
門
城

五
二
、
　
　
〃

五
三
、
南
方
海
図
国
大
荘
厳
園
林

五
四
、
普
門
城

五
五
、
金
剛
蔵
道
場
（
蓮
葦
蔵
師
子
産
）
普 賢

勝
優
婆
夷

堅
固
解
脱
長
者

妙
月
長
者

無
勝
軍
長
者

　
毘
最
勝
婆
羅
門

徳
生
童
子

有
徳
童
女

彌
勤
菩
薩

文
珠
師
利
菩
薩

　
賢
菩
薩

　
以
上
五
十
五
の
善
知
識
を
類
別
す
る
と
二
十
有
っ
て
一
に
は
菩
薩
は
観
世
音
、
正
趣
、
彌
勒
、
文
珠
、
普
賢
の
五
菩
薩
あ
り
、
二

に
は
比
丘
は
包
里
、
海
雲
、
善
住
、
海
憧
、
遠
見
の
五
比
丘
あ
り
、
三
に
は
比
丘
尼
は
獅
子
奮
迅
比
丘
尼
一
人
あ
り
、
四
に
は
優
婆



塞
は
明
智
居
士
一
人
あ
り
、
五
に
優
婆
夷
に
は
休
部
、
具
足
、
不
動
、
婆
須
密
、
優
勝
の
五
人
あ
り
、
六
に
童
子
に
は
自
在
主
、
善

知
立
芸
、
徳
生
の
三
入
あ
り
、
七
に
童
女
に
は
正
立
、
有
徳
の
二
人
あ
り
、
八
に
天
に
は
大
天
の
一
あ
り
、
九
に
天
女
に
は
天
主
光

の
一
あ
り
、
十
は
外
道
に
は
血
行
の
一
あ
り
、
十
一
に
婆
羅
門
に
は
方
便
命
、
　
毘
最
勝
の
二
人
あ
り
、
十
二
は
長
者
に
は
解
脱
、

甘
露
頂
、
三
宝
周
羅
、
普
眼
妙
光
、
青
二
百
香
、
無
上
勝
、
安
住
、
堅
固
解
説
、
皐
月
、
無
勝
軍
の
十
人
あ
り
、
十
三
は
博
士
に
は

遍
友
の
一
人
あ
り
、
十
四
は
医
師
に
は
彌
伽
の
一
人
あ
り
、
十
五
に
は
船
師
に
一
人
の
自
在
亡
師
あ
り
、
十
⊥
ハ
に
国
王
に
は
満
足
、

大
光
の
二
人
あ
り
、
十
七
に
仙
人
に
は
毘
目
高
羅
の
一
人
あ
り
、
十
八
に
仏
母
に
一
人
の
摩
耶
夫
人
あ
り
、
十
九
に
仏
妃
に
は
一
人

の
雌
蕊
女
あ
り
、
二
十
に
諸
神
に
は
安
住
地
神
、
婆
娑
婆
陀
女
神
、
甚
深
無
徳
雑
垢
光
明
夜
神
、
曲
目
観
察
衆
生
夜
神
、
妙
徳
救
護

衆
生
夜
神
、
寂
静
音
夜
神
、
妙
徳
守
護
諸
毎
夜
神
、
開
敷
二
曲
夜
神
、
願
勇
光
明
守
護
衆
生
夜
神
、
妙
曲
円
満
神
の
二
神
あ
り
、
前

後
通
じ
て
五
十
五
の
善
知
識
で
あ
る
け
れ
ど
も
両
度
の
文
珠
師
利
を
合
し
て
一
と
し
、
五
十
四
の
善
知
識
を
類
別
す
る
と
即
ち
斯
く

の
如
く
二
十
類
あ
る
の
で
あ
る
が
検
し
又
五
十
四
の
善
知
識
中
、
徳
生
童
子
と
有
徳
童
女
と
は
同
一
に
問
答
す
る
が
故
に
一
の
善
知

識
と
し
て
、
称
し
て
五
十
三
の
善
知
識
と
云
う
の
で
あ
る
。

　
　
5
5
1
1
5
3
2
　
1
1
1
2
　
1
0
　
1
1
1
2
　
1
1
1
1
0

一菩　薩

　比　丘・

　比丘尼・

　優婆塞

　優婆夷

童子・

童女・

天…
天女・

外道・

婆羅門・

長者・

博士・

医師

葺師
国王・

仙人・

仏母・

姐
神

仏
　
諸
　
L

　
　
　
一

善
　
　
知
　
　
識

華
・
厳
経
の
善
財
童
子

三
五



　
　
　
華
厳
経
の
三
王
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

　
之
等
の
善
知
識
を
歴
訪
し
て
善
財
童
子
は
そ
の
菩
薩
行
と
云
う
問
題
に
つ
い
て
領
解
を
深
め
つ
＼
行
く
の
で
あ
る
、
そ
の
教
説
こ

そ
華
厳
経
の
三
分
の
一
を
占
む
る
も
の
で
あ
っ
て
、
雄
大
な
構
想
の
中
に
如
何
に
菩
薩
道
の
普
辺
な
る
か
を
、
現
は
さ
ん
と
す
る
か

は
之
等
の
善
知
識
の
身
分
、
名
、
場
所
等
を
見
て
も
察
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
三
番
目
の
海
門
比
丘
が
海
を
凝

視
す
る
こ
と
十
二
年
、
十
番
目
の
方
便
命
婆
羅
門
が
刀
山
よ
り
火
聚
に
身
を
投
じ
、
十
八
番
自
の
満
足
王
が
厳
刑
に
よ
り
、
二
十
二

番
目
の
青
蓮
華
香
長
者
が
香
を
焼
き
て
仏
道
を
会
得
す
る
こ
と
、
二
十
六
番
目
の
婆
須
密
多
女
人
が
感
覚
的
な
快
楽
か
ら
法
界
え
と

帰
入
す
る
こ
と
等
も
誠
に
面
白
い
こ
と
で
あ
る
。
又
四
十
一
番
目
の
釈
尊
の
妃
盟
夷
、
四
十
二
番
目
の
摩
耶
夫
人
等
も
現
は
れ
来
る

こ
と
は
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
唾
壷
童
子
は
如
何
な
る
知
識
に
対
し
て
も
謙
虚
な
態
度
と
燃
ゆ
る
が
如
き
信
念
を
以
て
心

底
か
ら
其
の
教
謳
を
請
い
奉
っ
た
の
で
あ
る
。
真
理
を
把
握
せ
ん
と
す
る
心
の
床
し
さ
、
こ
れ
こ
そ
真
実
の
道
を
求
め
る
者
の
態
度

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
真
実
の
精
神
が
あ
っ
て
こ
そ
道
は
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
五
十
三
の
善
知
識
を
買
収
す
れ
ば
文
珠
師
利
、
普
賢
の
二
菩
薩
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
初
め
の
文
珠
三
王
よ
り
後
の
文

珠
師
利
に
至
る
間
、
中
に
徳
雲
比
丘
等
の
余
他
の
善
知
識
は
皆
曇
れ
文
珠
油
化
の
徳
で
あ
っ
て
、
文
珠
の
智
慧
の
大
海
よ
り
出
生
す

る
所
で
あ
る
か
ら
総
じ
て
こ
れ
文
珠
師
利
の
位
で
あ
っ
て
般
若
（
智
慧
）
門
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
後
の
普
賢
は
法
界
門
に
属
す
る

の
で
あ
っ
て
、
般
若
（
智
慧
）
に
依
ら
な
け
れ
ば
法
界
に
入
る
こ
と
が
出
来
な
い
故
に
善
財
童
子
は
始
め
て
文
珠
師
利
に
遇
い
、
又

法
界
に
入
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
般
若
を
顕
す
こ
と
が
無
き
故
に
善
財
童
子
は
途
に
普
賢
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
善
財
童
子
は
始

め
文
珠
師
利
に
遇
う
て
後
に
普
賢
に
帰
し
て
法
界
に
証
入
す
る
の
で
あ
る
。

　
果
し
て
而
ら
ば
文
珠
漁
利
は
何
故
に
善
言
童
子
に
対
し
て
一
切
の
法
を
宣
説
せ
ず
し
て
五
十
五
の
善
知
識
を
求
め
し
め
た
か
と
云



う
と
其
の
意
は
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
。
賢
首
大
師
は
探
玄
土
山
十
八
辞
六
に
四
門
分
別
を
以
て
具
さ
に
其
の
義
を
明
し
て
み
る
。

即
ち

　
「
A
「
通
じ
て
下
の
文
の
諸
の
善
知
識
を
弁
ず
る
に
、
略
し
て
四
門
を
作
る
。
一
に
善
友
を
求
む
る
の
意
を
明
し
、
こ
に
善
知
識
の

　
義
を
顕
し
、
三
に
文
段
を
料
簡
し
、
四
に
本
文
を
消
釈
す
。
初
の
中
に
何
が
故
に
文
珠
、
即
ち
其
一
切
の
為
に
宣
言
せ
ず
し
て
、

　
善
言
を
し
て
広
く
多
処
を
歴
て
、
善
友
を
求
め
し
む
と
な
ら
ば
、
釈
し
て
云
は
く
、
意
は
乃
ち
多
端
な
り
、
略
し
て
論
ず
る
に
八

　
種
あ
り
。
一
に
は
軌
範
と
為
す
が
故
に
。
謂
は
く
諸
の
菩
薩
は
仏
の
聖
法
に
恒
に
二
行
を
修
す
、
聞
は
く
、
法
を
求
め
、
法
を
説

　
く
経
に
云
は
く
諸
の
菩
薩
は
法
を
求
め
て
解
ら
ず
、
法
を
説
い
て
恪
む
こ
と
無
き
こ
と
を
明
す
、
此
中
に
斯
二
行
を
顕
し
て
諸
の

　
衆
生
に
示
す
、
是
故
に
善
財
は
求
法
の
妙
曲
を
成
じ
、
善
友
は
説
法
の
良
規
を
顕
し
、
諸
の
衆
生
を
し
て
此
蜀
を
軌
と
し
て
行
を

　
成
ぜ
し
む
。
則
ち
仏
華
は
常
に
敷
け
、
広
厳
恒
に
著
る
＼
者
な
り
。
二
に
行
縁
勝
る
る
が
故
に
、
謂
は
く
、
成
行
の
要
は
良
友
を

　
以
て
先
と
為
さ
ざ
る
こ
と
脅
し
…
…
…
…
是
故
に
善
財
は
之
を
求
め
て
足
る
こ
と
無
し
。
三
に
見
慢
を
面
す
る
が
故
に
。
善
財
等

　
の
新
学
の
菩
薩
を
し
て
自
ら
の
僑
慢
と
及
び
執
見
と
を
破
せ
し
む
る
が
故
に
、
其
を
し
て
法
を
求
め
し
む
る
に
、
男
女
、
長
幼
、

　
貴
践
、
道
俗
、
尊
卑
、
神
亀
、
外
道
を
簡
ば
ず
。
…
…
…
…
四
に
は
重
言
を
離
る
る
が
故
に
。
若
し
人
を
封
じ
て
一
を
守
ら
ば
、

　
直
に
後
行
増
さ
ざ
る
の
み
に
非
ず
、
亦
重
し
執
著
の
失
を
成
ず
る
が
故
に
。
…
…
…
…
五
に
成
行
に
寄
す
る
が
故
に
。
問
ふ
此
善

　
専
一
法
門
を
得
れ
ば
修
行
を
成
ず
る
に
足
れ
り
。
何
ん
が
修
習
す
る
こ
と
を
為
し
、
正
し
遊
歴
し
て
厭
く
こ
と
無
き
や
、
答
ふ
即

　
ち
此
れ
広
く
求
む
る
は
菩
薩
の
事
、
善
友
の
行
、
及
び
求
法
の
行
を
成
就
す
。
縦
ひ
法
を
得
ざ
れ
ど
も
此
れ
巳
に
行
を
成
ず
、
況

　
ん
や
白
蝋
未
曽
得
の
法
を
得
て
、
慧
眼
開
明
し
真
法
界
を
見
る
を
や
。
…
：
…
・
…
六
に
位
を
寄
顕
す
る
が
故
に
。
謂
は
く
、
広
く

　
　
　
華
厳
経
の
善
玉
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
華
厳
経
の
善
財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

　
善
友
に
寄
せ
て
意
解
の
五
位
の
差
別
の
相
を
顕
す
、
置
処
見
つ
べ
し
。
…
…
…
…
七
に
深
広
な
る
こ
と
を
顕
す
が
故
に
。
謂
は
く
、

　
仏
法
の
広
く
し
て
無
辺
な
る
こ
と
を
表
顕
す
る
が
故
に
。
諸
の
知
識
は
位
法
雲
を
極
む
る
こ
と
有
り
と
誤
爆
我
唯
此
一
法
門
を
知

　
れ
り
と
称
す
。
壼
能
く
諸
の
大
菩
薩
の
無
量
の
行
法
を
了
知
せ
ん
や
。
仏
法
の
深
く
し
て
底
無
き
を
表
顕
す
る
が
故
に
、
善
財
縦

　
ひ
位
は
登
地
に
至
る
と
も
猶
而
も
三
盛
だ
知
ら
ず
、
云
何
が
菩
薩
の
行
、
菩
薩
の
親
等
と
云
ふ
が
ご
と
し
、
況
ん
や
今
繋
縛
少
善

　
の
凡
夫
、
微
し
く
所
解
有
れ
ば
便
ち
自
ら
一
切
の
仏
法
を
解
り
と
謂
い
て
慢
を
起
し
自
ら
高
ぶ
り
他
人
を
陵
蔑
す
る
を
や
、
知
ら

　
ず
し
て
便
ち
経
論
を
臆
断
し
て
自
ら
陥
り
、
人
を
陥
る
る
こ
と
有
ら
ば
、
何
ん
ぞ
悲
し
み
の
甚
し
き
。
八
に
縁
起
を
顕
す
が
故
に
。

　
是
故
に
善
友
の
外
の
管
財
無
き
が
故
に
、
一
即
一
切
を
賦
し
、
善
玉
は
諸
位
を
歴
る
こ
と
を
明
す
。
管
財
の
外
の
善
友
無
き
が
故

　
に
一
切
即
一
を
顕
し
、
多
位
の
感
ず
る
こ
と
、
善
財
に
在
る
こ
と
を
明
す
な
り
。
是
に
由
り
て
巻
野
自
在
、
相
融
無
碍
な
る
こ
と
、

　
之
を
思
う
て
知
ん
ぬ
べ
し
。
」
と
。

　
多
端
の
意
を
略
し
て
八
種
に
し
て
論
究
し
て
み
る
、
又
華
厳
大
疏
砂
六
十
二
畝
＋
丁
に
こ
の
八
種
を
開
い
て
十
義
と
し
て
み
る
の
で

あ
る
。
今
こ
の
二
疏
の
対
配
を
示
せ
ば
三
十
九
頁
の
通
り
で
あ
る
。

　
但
し
探
玄
記
の
第
四
離
細
魔
故
と
華
厳
大
疑
の
第
七
為
破
説
法
者
彼
此
見
故
と
は
稚
ミ
趣
意
を
異
に
し
て
み
る
。
即
ち
探
玄
記
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

方
は
唯
一
人
置
善
知
識
に
つ
く
求
道
者
の
執
心
を
堅
し
て
居
る
の
に
対
し
て
華
厳
大
鷺
の
方
は
善
知
識
が
求
道
者
に
対
し
て
彼
は
我

が
徒
と
か
、
此
は
我
が
徒
に
非
ず
と
か
云
う
彼
此
の
見
解
を
慢
せ
ん
が
為
に
多
く
の
処
を
経
歴
し
て
多
く
の
善
知
識
を
求
め
し
め
て

み
る
の
で
あ
る
。
探
玄
記
は
求
道
者
に
就
き
華
厳
大
里
は
説
法
者
に
つ
い
て
の
相
異
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
文
珠
射
利
は
善
財
童
子
に
対
し
直
ち
に
真
実
の
法
を
宣
署
せ
ず
し
て
善
友
を
求
め
し
め
た
の
は
法
の
尊
厳
性
を
知
ら
し
め
、
善
友



　
　
　
　
　
「
探
玄
記
」
　
　
　
　
　
　
華
厳
大
疏

　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　

メ
ニ
　
　
ノ
ル
　
ト

　
　
一
、
為
軌
範
故
　
　
　
　
　
一
、
為
於
後
学
作
軌
範
故

　
　
　
　
二
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
一
　
二
　
　

一

　
　
　
　
　
ノ
ナ
ル
ガ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
ノ
　
ヲ

　
　
ニ
、
行
縁
勝
故
　
　
　
　
　
二
、
顕
行
縁
勝
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
一

　
　
三
、
破
見
慢
故
　
　
　
　
　
三
、
破
愚
執
故

　
　
　
　
二
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
一

　
　
四
、
離
細
魔
故
’
　
　
　
　
四
、
破
見
慢
故

　
　
　
　
二
　
　
一
　
／
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
五
、
寄
成
行
故
　

．
’
　
　
　
五
、
破
偏
空
執
故

　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
二
　
　
一

　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
六
、
寄
顕
位
故
　
　
　
／
　

六
、
令
即
時
即
行
証
入
子

　
　
　
　
二
　
　
一
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ニ
　
レ
　
　
レ
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
七
、
顕
深
広
故
　
　
　
　

．
七
、
為
破
説
法
者
彼
比
見
故

　
　
　
　
二
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
八
、
顕
縁
起
故
・
　
　
　
　
八
、
為
顕
寄
位
漸
入
故

　
　
　
　
二
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ニ
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
為
顕
仏
法
甚
門
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ニ
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
、
肝
腎
所
成
一
縁
起
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
二
　
　
　
　
一

は
説
法
の
良
規
で
あ
る
こ
と
を
顕
は
さ
ん
が
為
で
あ
る
。
而
し
て
善
友
は
大
因
縁
で
あ
り
、
奇
特
の
法
で
あ
っ
て
道
を
求
め
る
為
に

は
善
友
の
重
大
性
を
知
ら
し
め
ん
が
為
で
あ
る
。
又
自
ら
の
我
見
、
我
慢
を
破
ら
ん
が
為
に
凡
ゆ
る
階
級
の
人
々
に
面
接
さ
せ
て
、

其
の
人
々
に
対
し
て
身
を
低
く
謙
虚
に
真
実
を
求
め
る
こ
と
を
教
え
、
而
し
て
説
法
者
の
彼
此
の
見
解
を
資
せ
ん
が
為
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
即
ち
他
を
律
し
て
一
を
守
る
執
着
を
破
ら
ん
が
為
で
あ
る
。
又
数
多
く
の
善
友
を
歴
訪
さ
せ
て
法
の
深
広
に
し
て
無
辺
な

　
　
華
厳
経
の
善
財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
　
華
厳
経
の
善
財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

る
こ
と
を
知
ら
せ
ん
が
為
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
何
故
、
文
珠
師
号
が
善
財
童
子
に
南
方
の
善
知
識
を
教
え
た
か
と
云
う
に
、
地
響
の
知
識
は
多
く
南
方
に
居
る
の
で
あ
っ
て

南
方
に
つ
い
て
古
来
か
ら
四
義
が
あ
る
。
一
に
は
正
の
義
で
あ
っ
て
向
う
所
邪
に
非
る
を
表
は
す
の
で
あ
る
。
二
に
は
背
闇
汁
明
の

義
で
あ
っ
て
南
方
は
明
ら
か
に
し
て
、
暗
に
背
き
障
碍
を
捨
て
》
理
に
向
う
こ
と
を
表
は
す
の
で
あ
る
。
三
に
は
離
増
減
の
義
で
あ

っ
て
日
の
東
よ
り
出
で
＼
西
に
没
す
る
が
如
き
は
是
れ
増
減
の
相
な
き
こ
と
を
表
は
す
。
即
ち
東
西
の
二
仏
を
灯
る
～
中
道
法
界
を

表
は
す
、
四
に
は
諮
れ
生
の
義
で
あ
っ
て
南
方
は
陽
を
主
と
し
て
万
物
を
発
生
さ
す
こ
と
で
善
財
童
子
の
洋
行
が
漸
次
に
増
長
す
る

こ
と
を
表
は
す
の
で
あ
る
。
以
上
四
義
の
中
前
の
二
と
後
の
一
と
は
地
黒
の
南
方
こ
れ
を
表
は
し
、
第
三
の
中
の
義
は
豊
後
こ
れ
を

表
は
す
、
後
に
文
珠
手
利
の
無
方
は
般
若
無
相
の
故
に
、
普
賢
菩
薩
の
無
方
は
法
界
円
徳
普
遍
な
る
が
故
で
あ
る
。
こ
れ
を
華
厳
経

探
玄
記
璋
七
に

　
「
初
に
地
霊
の
知
識
多
く
は
南
方
に
在
り
、
地
内
に
方
無
く
、
地
の
後
置
南
方
の
者
有
り
。
其
南
と
い
ふ
に
四
義
有
り
、
一
に
は

縛
れ
正
の
義
な
り
、
指
南
の
相
等
の
如
し
、
向
う
所
の
邪
に
非
ざ
る
こ
と
を
表
す
が
故
に
。
二
に
は
是
れ
背
闇
向
明
の
義
な
り
、
障

を
捨
て
＼
理
に
向
ふ
が
故
に
。
三
に
は
是
れ
離
心
滅
の
義
な
り
、
日
の
東
に
出
で
て
西
に
没
す
る
が
如
き
は
、
是
れ
増
減
の
相
な
り
、

南
は
二
辺
を
離
れ
中
道
法
界
を
表
す
。
四
に
は
是
れ
生
の
義
な
り
、
謂
は
く
南
は
東
陽
を
主
と
す
。
是
れ
唐
墨
の
義
な
り
、
北
は
陰

を
主
と
す
、
遣
れ
滅
の
義
な
り
。
此
れ
単
層
の
篤
行
の
漸
く
増
す
る
を
表
す
が
故
に
、
生
の
義
を
顕
す
。
如
来
浬
繋
の
全
檀
の
北
町

な
る
は
其
滅
の
義
を
表
す
。
此
四
の
中
に
於
て
、
前
の
二
と
後
の
一
と
は
地
前
に
之
を
表
し
、
出
離
増
減
の
義
は
地
墨
に
之
を
表
は

す
、
地
の
中
は
正
証
離
相
の
故
に
南
を
も
て
表
す
べ
か
ら
ず
、
地
理
は
業
用
を
顕
し
、
地
内
に
同
じ
か
ら
ず
。
後
の
文
珠
に
示
有
り



て
方
無
き
は
般
若
に
加
行
有
る
も
証
は
無
二
な
る
こ
と
を
表
す
な
り
。

遍
な
る
を
表
す
が
故
な
り
。
」
と
。

末
女
の
普
賢
は
示
無
く
方
無
き
は
、
法
界
の
徳
円
に
し
て
普

　
　
　
　
　
　
　
　
三

次
に
善
知
識
に
就
い
て
論
究
し
よ
う
と
田
や
つ
・
善
知
識
と
は
如
何
な
る
意
義
が
あ
る
か
と
云
う
に
孔
目
配
讐
牲
に

　
　
　
テ
　
ニ
　
　
ル

　
「
在
物
先
知
亦
為
衆
情
所
識
故
名
知
識
。
」
と
。

　
　
　
レ
　
　
　
ニ
　
一
レ
　

ニ
　
一

　
即
ち
世
間
に
在
っ
て
先
ず
能
く
物
を
了
知
し
、
知
識
あ
る
人
を
云
う
の
で
あ
っ
て
、
亦
衆
人
の
為
に
能
く
知
ら
る
＼
人
を
善
知
識

と
云
う
の
で
あ
る
。
又
華
厳
大
疏
砂
六
十
二
＋
拙
丁
に

　
「
言
善
知
識
者
謂
令
於
未
知
善
令
知
、
未
露
悪
法
令
識
、
或
二
字
普
通
識
約
明
解
。
牛
頭
決
了
云
々
」
と
。

　
　
　
二
一
ニ
　
レ
ニ
「
二
一

　
即
ち
こ
れ
は
知
識
の
二
字
を
善
悪
の
二
に
分
け
て
未
知
の
善
と
未
知
の
悪
と
に
於
て
能
く
之
を
人
に
知
ら
し
め
て
人
を
指
導
す
る

者
を
善
知
識
と
云
う
の
で
あ
っ
て
、
即
ち
他
の
者
を
化
撫
す
る
方
面
に
就
い
て
の
義
で
あ
る
、
前
の
孔
目
章
は
自
利
の
徳
を
他
の
為

に
知
識
せ
ら
る
＼
名
声
高
き
人
物
を
善
知
識
と
響
く
る
意
で
あ
る
。
所
謂
浄
土
三
部
経
の
中
の
阿
彌
陀
経
に
「
大
阿
羅
漢
衆
所
知
識
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
一

と
あ
る
意
で
あ
る
。
識
し
孔
目
章
と
華
厳
大
害
妙
と
は
別
の
意
で
は
な
く
留
具
自
行
の
徳
に
つ
い
て
云
え
ば
孔
目
合
の
如
く
、
他
を

化
益
す
る
徳
に
つ
い
て
云
え
ば
華
厳
大
疏
妙
の
如
く
で
あ
る
か
ら
長
く
相
違
す
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
而
る
に
探
玄
奇
癖
第
十

八
癖
四
に

　
「
第
二
に
知
識
の
義
を
釈
せ
ば
二
有
り
、
先
に
は
通
、
後
に
は
別
な
り
。
通
じ
て
真
の
善
知
識
を
論
ず
に
其
三
類
有
り
。
一
に
人
、

　
　
　
華
厳
経
の
善
財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



　
　
　
華
厳
経
の
善
財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

　
二
に
法
、
三
に
人
法
合
し
て
弁
ず
。
一
に
人
有
り
能
く
其
現
量
を
済
ふ
と
錐
も
、
而
も
修
善
を
勧
め
ざ
れ
ば
真
の
善
友
に
非
ず
。

二
に
世
善
を
修
す
る
こ
と
を
勧
め
て
悪
趣
を
憤
る
と
錐
も
、
而
も
出
世
の
路
に
修
蔑
す
る
こ
と
を
勧
め
ざ
れ
ば
亦
真
友
に
準
ず
。

三
に
二
乗
の
出
世
の
善
行
を
修
し
て
、
三
界
の
苦
を
陥
る
と
錐
も
、
而
も
菩
薩
の
道
を
行
ず
る
こ
と
を
勧
め
ざ
れ
ば
亦
真
友
に
非

　
ず
。
四
に
菩
薩
の
道
を
修
す
る
こ
と
を
勧
め
て
、
二
乗
を
免
る
と
難
も
、
猶
相
善
を
存
す
れ
ば
亦
真
友
に
非
ず
。
五
に
要
ず
衆
生

　
を
勧
め
て
無
相
の
行
を
修
す
る
、
方
に
真
の
善
知
識
と
為
す
、
此
は
仏
蔵
経
及
び
書
論
等
に
依
り
て
弁
ず
。
六
に
要
ず
勧
め
て
普

賢
の
行
徳
を
具
せ
し
む
る
を
方
に
究
意
の
真
の
善
知
識
と
名
く
。
此
上
は
蚊
に
是
れ
行
の
善
知
識
な
り
、
行
を
以
て
様
を
引
く
が

　
故
に
唯
人
に
属
す
。
二
に
は
法
の
善
知
識
に
亦
六
重
有
り
…
…
…
…
三
に
人
法
合
し
て
弁
ず
る
中
に
亦
六
重
有
り
。
…
…
…
…
之

　
に
準
じ
て
解
し
つ
べ
し
。
」
と
。

　
即
ち
人
と
法
と
、
人
法
合
弁
の
三
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
居
る
。
こ
れ
が
鍛
工
法
界
品
の
初
め
の
入
法
界
を
類
別
す
る
と
人
法

界
、
法
々
界
、
人
法
倶
融
等
と
し
て
示
し
又
探
玄
記
巻
第
十
八
四
丁
に

　
コ
に
法
々
界
、
二
に
人
法
界
、
三
に
人
法
倶
融
法
界
、
四
に
人
法
倶
浅
法
界
、
五
に
無
障
碍
法
界
な
り
。
初
め
の
中
に
十
有
り
。

　
一
に
は
事
法
界
な
り
。
…
…
…
…
此
十
法
界
同
一
縁
起
無
碍
鋳
融
し
て
、
一
に
一
切
を
具
す
る
こ
と
、
之
を
思
う
て
見
つ
べ
し
。

　
二
に
人
法
界
と
は
、
此
下
の
文
に
準
ず
る
に
亦
十
王
有
り
謂
は
く
、
人
天
、
男
女
、
在
家
、
出
家
、
外
道
、
諸
神
、
菩
薩
及
び
仏

　
な
り
。
此
れ
拉
に
縁
起
相
分
れ
て
、
参
へ
て
雑
ら
ず
、
善
百
首
巳
り
て
即
ち
法
界
に
入
る
が
故
に
、
人
法
界
と
名
く
る
な
り
。
三

　
に
人
法
倶
融
法
界
と
は
、
謂
は
く
、
前
の
十
人
十
法
は
同
一
縁
起
に
し
て
、
義
に
随
ひ
て
相
分
る
る
も
早
苗
無
二
な
る
こ
と
、
之

　
を
思
う
て
見
つ
べ
し
。
云
々
」
と
。



　
あ
る
如
く
唯
人
の
み
に
っ
か
ず
し
て
人
と
法
と
人
法
合
弁
と
の
三
義
を
以
て
し
て
み
る
。
即
ち
こ
れ
自
ら
一
品
の
前
後
の
文
を
貫

く
所
明
で
あ
る
。

　
其
の
人
の
中
六
種
の
知
識
に
分
類
し
て
第
一
と
第
二
は
人
天
の
知
識
で
あ
っ
て
未
だ
出
世
間
を
教
示
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら

真
の
知
識
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
中
第
一
は
人
天
の
現
在
の
苦
果
を
救
う
知
識
で
あ
り
、
第
二
は
人
天
の
善
果
の
因
を
教
え
る

知
識
で
あ
る
。
第
三
は
出
世
の
善
知
識
で
あ
る
け
れ
ど
も
二
乗
（
声
聞
、
縁
覚
）
の
善
に
止
ま
っ
て
未
だ
大
乗
菩
薩
の
善
法
を
教
え

な
い
か
ら
亦
真
の
知
識
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
之
等
は
二
乗
の
知
識
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
四
は
地
位
の
行

を
教
う
る
菩
薩
の
知
識
で
あ
り
、
第
五
は
地
上
の
道
を
教
う
る
知
識
で
あ
っ
て
無
相
の
深
理
を
説
く
人
故
に
一
般
大
乗
よ
り
云
え
ば

真
の
知
識
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
而
し
一
乗
の
普
賢
行
よ
り
云
え
ば
尚
真
の
知
識
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
第
六
の
普
賢
行
を
教
え

て
人
を
し
て
普
賢
の
徳
を
具
せ
し
む
る
を
以
て
吐
血
と
し
て
真
の
善
知
識
と
な
す
の
が
探
玄
記
の
客
意
で
あ
る
。

　
善
財
童
子
は
苦
心
に
苦
心
を
重
ね
て
南
え
く
と
各
善
知
識
を
尋
ね
て
最
後
に
会
う
善
知
識
は
普
賢
菩
薩
で
あ
っ
て
普
賢
菩
薩
は

善
財
童
子
に
教
え
て
口
く
、
四
十
華
厳
巻
第
四
十
＋
撫
丁
に

　
「
若
し
速
か
に
此
十
大
願
を
成
就
せ
ん
と
す
れ
ば
阿
彌
陀
仏
国
に
往
生
す
れ
ば
一
切
円
満
し
て
尽
く
余
あ
る
こ
と
無
く
一
切
衆
生

　
界
を
利
楽
す
。
」
と
。

　
即
ち
普
賢
菩
薩
の
教
示
す
る
所
は
西
方
彌
陀
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
之
を
更
に
四
十
華
厳
の
終
、
普
賢

の
偶
に
は

　
　
「
願
我
臨
欲
命
終
時
　
　
尽
除
一
切
諸
障
碍

　
　
　
華
－
厳
経
の
善
言
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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面
見
彼
仏
阿
彌
陀
　
　
即
得
往
生
安
楽
刹
。
」
と
。

　
実
に
華
厳
の
法
界
法
門
は
普
賢
の
行
で
あ
る
。
普
賢
の
行
と
は
一
行
一
切
行
を
云
う
の
で
あ
る
が
、
換
言
せ
ば
即
ち
彌
陀
の
本
願

に
よ
っ
て
往
生
浄
土
の
果
を
得
る
を
云
う
の
で
あ
る
。
彌
陀
の
本
願
名
号
の
一
法
中
に
掻
諸
善
本
題
諸
徳
本
で
あ
っ
て
、
万
善
万
行

隠
隠
功
徳
の
一
切
を
具
備
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
故
に
浄
土
宗
の
開
祖
法
然
上
人
は
其
の
著
選
択
集
に
は
名
号
を
「
福
徳
の
所
帰
な

り
」
と
云
っ
て
み
る
、
こ
の
名
号
を
信
知
す
る
一
念
に
無
上
大
利
の
功
徳
を
具
し
て
一
毫
末
断
惑
の
凡
夫
、
速
疾
に
往
生
即
成
仏
の

大
竃
を
得
る
の
で
あ
る
。
即
ち
名
号
は
普
賢
の
行
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
本
願
名
号
の
一
法
を
教
示
す
る
法
然
上
人
を
親
轡
…

聖
人
は
真
の
知
識
と
し
て
称
讃
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
念
仏
の
行
人
は
浄
土
に
往
生
し
て
後
、
再
び
生
死
の
迷
界
に
還
り
て
有
縁
の

衆
生
を
済
度
す
る
還
相
廻
向
の
大
妙
用
を
普
賢
行
と
名
く
る
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
自
由
自
在
に
一
切
衆
生
を
化
益
す
る
こ
と
が

出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
之
を
親
鶯
聖
人
は
浄
土
和
讃
第
十
六
首
に

　
「
安
楽
無
量
ノ
大
菩
薩
　
　
　
　
一
生
補
処
ニ
イ
タ
ル
ナ
リ

　
　
普
賢
ノ
徳
二
帰
シ
テ
コ
ソ
　
　
機
国
ニ
カ
ナ
ラ
ズ
化
ス
ル
ナ
レ
」
と
。

　
彌
陀
の
浄
土
に
往
生
し
た
る
も
の
は
皆
悉
く
普
賢
の
徳
を
具
し
て
普
賢
の
行
を
行
ず
る
の
で
あ
る
。
親
儒
は
彌
陀
の
本
願
を
称
し

て
門
余
の
大
道
と
云
い
、
賢
立
大
師
は
華
厳
の
普
賢
法
を
別
教
一
乗
と
云
っ
て
み
る
。
華
厳
と
真
宗
と
は
聖
道
、
浄
土
、
自
力
、
他

力
、
の
相
違
あ
り
と
錐
其
の
詮
す
所
の
法
門
は
共
に
普
賢
行
で
あ
っ
て
、
二
者
轟
轟
す
る
所
が
あ
る
の
で
あ
る
。
故
に
錆
鼠
童
子
が

善
知
識
を
訪
ね
て
法
を
求
む
る
賞
状
と
念
仏
行
者
が
尊
師
を
訪
ね
て
道
を
求
む
る
相
帯
と
は
変
り
が
な
い
の
で
あ
っ
て
所
謂
偽
の
知

識
、
仮
の
知
識
を
捨
て
、
真
の
善
知
識
を
訪
ね
て
真
の
出
離
成
仏
の
法
を
求
む
る
に
在
る
の
で
あ
る
。



　
今
こ
れ
を
親
黛
聖
人
に
就
い
て
論
究
す
れ
ば
歎
異
砂
第
二
章
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
「
親
驚
に
お
き
て
は
た
ゴ
念
仏
し
て
彌
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し
と
、
よ
き
ひ
と
の
お
ほ
せ
を
か
う
ふ
り
て
、
信
ず
る
ほ

　
か
に
別
の
子
細
な
き
な
り
。
」
と
。

　
親
鷺
の
こ
の
よ
き
ひ
と
は
総
じ
て
云
え
ば
三
国
七
高
祖
、
即
ち
印
度
の
龍
樹
菩
薩
、
天
親
菩
薩
、
支
那
の
曇
轡
大
師
、
道
緯
禅
師
、

善
導
大
師
、
日
本
の
源
信
信
都
、
法
然
上
人
の
七
人
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
別
し
て
云
え
ば
法
然
上
人
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
法
然
上
人

以
前
に
遇
は
れ
た
者
は
皆
真
の
知
識
で
は
な
く
て
、
即
ち
探
玄
記
の
人
の
六
種
の
中
の
前
五
人
に
当
り
、
又
法
然
上
人
に
遇
は
れ
た

の
が
探
玄
記
の
第
六
真
の
知
識
に
当
る
の
で
あ
る
。
こ
の
法
然
上
人
を
親
驚
は
全
幅
の
信
頼
を
以
て
随
順
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち

　
歎
異
紗
第
二
章
に

　
「
た
と
ひ
法
然
上
人
に
、
す
か
さ
れ
ま
ひ
ら
せ
て
、
念
仏
し
て
地
獄
に
お
ち
た
り
と
も
、
さ
ら
に
後
悔
す
べ
か
ら
ず
さ
ふ
ら
う
。
」
と
。

　
親
筆
は
学
徳
兼
備
の
法
然
上
人
を
崇
敬
さ
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
十
悪
愚
痴
の
法
然
の
法
然
に
か
え
っ
て
彌
陀
の
本
願
を
信
じ
、

正
法
を
伝
嘱
す
る
上
人
を
よ
き
人
と
し
て
絶
体
に
信
頼
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
よ
き
人
を
持
つ
こ
と
こ
そ
、
よ
き
人
に
遇
う
こ
と
こ
そ
、

人
生
に
於
け
る
最
も
重
要
な
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
採
る
に
よ
き
人
に
遇
う
こ
と
は
難
中
の
難
で
あ
る
こ
と
を
痛
切
に
体
験

さ
れ
た
親
驚
聖
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
親
轡
の
著
の
大
経
和
讃
（
第
十
九
首
）
に

　
「
善
知
識
ニ
ア
フ
コ
ト
モ
　
　
　
　
　
オ
シ
フ
ル
コ
ト
モ
マ
タ
カ
タ
シ

　
　
ョ
ク
キ
ク
コ
ト
モ
カ
タ
ケ
レ
バ
　
　
信
ズ
ル
コ
ト
モ
ナ
ヲ
カ
タ
シ
」
と
。

　
又
高
曾
和
讃
源
空
章
（
第
十
二
首
）
に

　
　
　
華
厳
経
の
善
財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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「
真
ノ
知
識
ニ
ア
フ
コ
ト
バ
　
　
カ
タ
キ
ガ
ナ
カ
ニ
ナ
ヲ
カ
タ
シ
」
と
。

　
更
に
親
驚
の
著
、
教
行
信
証
の
総
序
一
丁
左
に

　
「
袋
に
愚
禿
釈
の
親
鴛
慶
ば
し
き
哉
や
、
西
面
月
氏
の
聖
典
、
東
夏
日
域
の
師
釈
に
、
遇
ひ
難
く
し
て
今
遇
ふ
こ
と
を
得
た
り
、

　
聞
き
難
く
し
て
巳
に
聞
く
こ
と
を
得
た
り
。
真
宗
の
教
、
行
、
証
を
敬
信
し
て
、
殊
に
如
来
の
恩
徳
の
深
き
こ
と
を
知
ん
ぬ
、
斯

　
を
以
て
聞
く
所
を
慶
び
獲
る
所
を
嘆
ず
る
な
り
。
」
と
。

　
万
劫
億
劫
に
も
遇
い
難
き
「
よ
き
人
」
に
遇
は
れ
た
親
轡
は
｝
切
の
理
屈
を
超
え
て
全
生
命
を
投
じ
て
信
順
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
「
よ
き
ひ
と
の
お
ほ
せ
」
に
永
遠
の
真
実
を
仰
ぎ
、
法
然
上
人
の
仰
せ
に
直
ち
に
本
塩
の
本
島
を
聞
き
て
如
来
の
揖
受
に
直
参

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
よ
き
人
の
仰
せ
に
真
実
を
確
認
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
今
華
厳
経
に
於
て
文
珠
師
利
は
善
財
童
子
に
慕
う
る
に
善
知
識
に
親
近
し
て
菩
薩
の
行
を
問
い
菩
薩
道
を
修
習
せ
よ
と
。
之
を
華

厳
経
巻
第
四
十
六
の
初
め
に

　
「
爾
時
、
文
珠
師
利
、
二
王
の
廻
る
が
如
く
、
善
書
童
子
を
観
じ
て
、
是
の
如
き
の
言
を
作
さ
く
、
善
い
哉
善
い
哉
、
善
男
子
。

　
乃
ち
能
く
面
縛
多
二
三
貌
三
菩
提
心
を
発
し
、
善
知
識
を
求
め
、
善
知
識
に
親
近
し
、
菩
薩
行
を
問
ひ
、
菩
薩
の
道
を
求
め
ん
と

　
せ
り
。
善
男
子
、
是
を
菩
薩
第
一
の
蔵
に
し
て
一
切
の
智
を
具
す
と
為
す
。
謂
ゆ
る
善
知
識
を
求
め
て
親
近
し
恭
敬
し
て
之
を
供

　
養
す
る
な
り
。
是
故
に
善
男
子
、
応
に
善
知
識
を
求
め
て
親
近
し
恭
敬
し
、
一
心
に
供
養
し
て
厭
足
無
く
、
菩
薩
行
を
問
う
べ
し
、

　
何
何
が
菩
薩
道
を
修
習
し
、
回
書
が
菩
薩
行
を
満
足
し
、
云
何
が
菩
薩
行
を
清
浄
に
し
、
云
何
が
菩
薩
行
を
究
慶
し
、
云
何
が
菩

　
暴
行
を
出
生
し
、
湯
華
が
菩
薩
道
を
正
念
し
、
云
何
が
菩
薩
の
境
界
道
を
縁
じ
、
云
何
が
菩
薩
の
道
を
増
広
し
、
云
何
が
菩
薩
の



　
普
賢
行
を
具
す
る
や
。
」
と
。

　
善
財
童
子
こ
れ
を
聞
い
て
教
の
如
く
善
知
識
に
皆
同
じ
く
之
を
問
う
の
で
あ
る
。
即
ち
文
珠
師
利
が
華
厳
の
法
門
を
善
財
童
子
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

授
け
、
善
財
童
子
こ
れ
を
聞
い
て
確
信
の
位
を
得
、
更
に
南
方
に
知
識
を
求
め
て
徳
性
比
丘
等
の
四
十
人
に
よ
っ
て
三
舞
十
地
の
四

十
位
の
法
門
を
授
け
ら
れ
、
摩
耶
夫
人
以
下
の
十
一
人
に
よ
っ
て
等
覚
の
法
門
を
受
け
て
最
後
に
普
賢
菩
薩
に
遇
う
て
果
海
に
土
入

す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
最
後
に
究
寛
の
法
門
、
普
賢
行
を
考
察
し
て
筆
を
洗
い
た
い
と
思
う
。
凡
ゆ
る
経
典
は
菩
薩
道
を
説
く
の
が
通
説
で
は
あ
る
が
華

厳
経
に
於
て
は
如
何
に
菩
薩
道
を
見
る
か
に
あ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
如
何
な
る
意
味
の
も
の
と
し
て
菩
薩
道
を
説
く
か
に
あ
る
本
経

の
普
賢
菩
薩
行
品
に
宝
王
如
来
性
起
品
と
に
菩
薩
道
の
意
義
を
顕
現
し
て
み
る
。
こ
の
如
来
性
起
品
は
唐
訳
に
於
て
は
如
来
出
現
品

と
な
っ
て
み
る
。
故
に
普
賢
行
に
棄
て
如
来
の
出
現
を
感
ず
る
こ
と
、
こ
れ
即
ち
華
厳
経
の
菩
薩
道
の
意
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

普
賢
と
は
賢
首
大
師
は
探
玄
記
巻
第
十
六
に

　
「
二
に
品
名
と
は
、
徳
は
法
界
に
周
ね
き
を
普
と
日
ひ
、
用
は
善
に
順
成
す
る
を
賢
と
称
し
…
…
…
…
」
と
。

又
華
経
厳
大
疏
巻
五
（
疏
砂
巻
一
の
下
）
に
は

　
「
普
賢
と
言
ふ
は
体
性
周
辺
す
る
を
普
と
日
ひ
、
縁
に
随
ひ
徳
を
成
ず
る
を
賢
と
日
ふ
、
此
は
自
体
に
約
す
、
三
曲
に
済
う
て
遺

　
す
な
き
を
普
と
日
ひ
、
極
に
隣
り
、
聖
に
亜
ぐ
を
賢
と
日
ふ
、
此
は
諸
位
の
普
賢
に
約
す
、
又
徳
性
界
に
周
き
を
普
と
日
ひ
、
至

　
　
　
華
－
厳
経
の
善
財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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順
に
し
て
善
を
調
ふ
る
を
賢
と
臼
ふ
、
此
は
当
位
の
普
賢
に
約
す
、
又
果
に
し
て
窮
め
ざ
る
な
き
を
普
と
日
ひ
、
因
門
を
捨
て
ざ

　
る
を
賢
と
日
ふ
、
此
は
管
沼
の
普
賢
に
約
す
、
在
中
の
普
賢
は
悲
蛮
土
運
し
、
仏
後
の
普
賢
は
智
海
巳
に
満
ず
、
智
に
即
す
の
悲

　
を
運
ら
し
、
寂
に
し
て
常
用
、
未
来
際
を
窮
む
、
又
一
即
一
切
を
普
と
日
ひ
一
切
即
一
を
賢
と
謂
ふ
、
此
は
弔
客
に
約
す
」
と
。

　
而
し
て
更
に
賢
首
大
師
は
普
賢
の
行
と
し
て
探
玄
記
巻
第
十
六
に

　
「
一
は
時
劫
に
達
し
、
二
は
世
界
を
知
り
、
三
は
根
器
を
識
り
、
四
は
因
果
を
了
し
、
五
は
理
性
を
洞
か
に
し
、
六
は
事
相
を
塞

　
み
、
七
は
常
に
定
に
在
り
、
八
は
恒
に
悲
を
起
し
、
九
は
神
通
を
現
じ
、
十
は
常
に
寂
滅
な
り
。
」
と
。

　
十
種
を
挙
げ
て
み
る
。
こ
れ
即
ち
そ
の
智
慧
の
識
ら
ざ
る
も
の
な
く
、
そ
の
慈
悲
の
至
ら
ざ
る
所
な
く
、
常
に
寂
静
に
住
し
つ
～

衆
生
に
応
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
普
賢
と
は
総
べ
て
に
善
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
善
を
念
じ
て
著
す
所
な
く
、
法
に
随
っ
て
滞
る
こ
と
な
き
も
の
で
あ
る
。
一

切
の
仏
を
供
養
し
、
　
一
切
の
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
云
う
行
願
あ
る
も
の
は
普
賢
た
ら
ん
こ
と
を
念
ぜ
ず
し
て
そ
れ
が
成
就
す
る
筈

は
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
普
賢
の
行
は
も
の
に
逆
う
な
き
心
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
自
己
と
見
解
を
異
に
す
る
人
に
対
し
て

逆
う
心
が
あ
れ
ば
普
賢
の
行
は
成
就
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
普
」
賢
で
は
な
く
て
「
特
」
賢
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
又
自

己
が
行
は
ん
と
す
る
善
事
に
対
し
て
思
議
批
判
す
る
も
の
を
見
て
思
う
心
が
あ
れ
ば
普
賢
の
行
は
成
就
し
な
い
。
そ
れ
は
「
普
」
賢

で
は
な
く
て
「
我
」
賢
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
故
に
華
厳
経
巻
第
三
十
三
の
普
賢
菩
薩
行
密
事
三
十
一
の
初
に
先
づ
瞑
心
の
実
を
説
い
て

　
「
仏
子
、
若
し
菩
薩
摩
詞
薩
、
一
の
曝
悉
の
心
を
起
さ
ば
、
一
切
の
悪
の
中
に
て
此
悪
に
過
ぐ
る
も
の
無
げ
ん
」
と
。



　
身
心
は
即
ち
候
う
心
で
あ
っ
て
、
逆
う
心
は
即
ち
普
賢
を
失
う
心
で
あ
る
、
凡
ゆ
る
仏
道
は
こ
れ
に
よ
っ
て
障
害
せ
ら
る
＼
の
で

あ
る
。
故
に
本
経
春
第
三
十
三
の
普
賢
菩
薩
行
品
が
第
三
十
一
の
初
め
に
、
疑
心
に
よ
っ
て
生
ず
る
障
害
の
百
種
を
説
い
て
い
る
。

即
ち

　
「
仏
子
、
菩
薩
摩
当
量
、
瞑
志
の
心
を
起
さ
ば
、
則
ち
百
千
の
障
碍
の
法
門
を
受
け
ん
。
何
等
を
か
百
千
と
為
す
。
謂
ゆ
る
菩
提

　
を
見
ざ
る
障
、
正
法
を
聞
か
ざ
る
障
、
不
浄
の
国
に
生
る
＼
障
、
悪
道
に
生
る
＼
障
…
…
…
…
三
世
の
諸
仏
菩
薩
に
順
ぜ
ざ
る
障

　
を
受
け
ん
。
等
」
と
。

　
実
に
瞑
り
こ
そ
は
自
他
の
生
命
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
ら
ば
斯
＼
る
良
心
の
な
き
普
賢
の
行
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か

と
云
え
ば
先
づ
十
種
の
正
法
を
修
習
す
べ
き
こ
と
を
次
に
説
い
て
み
る
。
即
ち

　
「
仏
子
、
是
故
に
菩
薩
摩
詞
薩
は
速
か
に
菩
薩
の
行
を
具
足
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
応
当
に
十
種
の
正
法
を
修
す
べ
し
。
何
等
を
か
十

　
と
為
す
。
謂
ゆ
る
一
切
の
衆
生
を
捨
て
ず
、
諸
の
菩
薩
に
於
て
如
来
の
想
を
生
じ
、
常
に
一
切
の
仏
法
を
誹
動
せ
ず
等
」
と
。

　
又
次
に
説
い
て
こ
の
十
種
の
正
法
に
安
住
す
れ
ば
能
く
十
種
清
浄
の
法
を
掻
取
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち

　
「
仏
子
、
菩
薩
摩
詞
薩
は
是
の
如
き
十
種
の
正
法
に
安
住
す
れ
ば
、
則
ち
能
く
十
種
の
清
浄
法
を
摂
取
す
、
何
等
を
か
十
と
為
す
。

　
謂
ゆ
る
甚
深
の
法
に
於
て
愈
愈
す
る
こ
と
清
浄
、
善
知
識
に
親
近
す
る
こ
と
清
浄
、
能
く
諸
仏
の
正
法
を
護
る
こ
と
清
浄
等
」
で

　
あ
る
、

　
更
に
説
い
て
こ
の
清
浄
の
法
に
安
住
し
て
よ
く
十
種
の
正
智
を
具
足
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
即
ち
そ
れ
は

　
　
　
華
厳
経
の
善
財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



　
　
華
厳
経
の
善
財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

「
仏
子
、
菩
薩
摩
詞
薩
は
是
の
如
き
清
浄
の
正
法
に
安
住
す
れ
ば
、
則
ち
能
く
十
種
の
正
智
を
具
足
す
。
何
等
を
か
十
と
為
す
。

謂
ゆ
る
衆
生
の
心
心
行
を
分
別
す
る
智
、
衆
生
の
諸
の
業
報
を
分
別
す
る
智
、
普
ね
く
一
切
諸
仏
の
法
を
照
す
智
、
等
」
で
あ
る
。

更
に
説
い
て
こ
の
十
種
の
正
智
に
安
住
す
れ
ば
十
種
の
巧
随
順
入
に
入
る
こ
と
が
出
来
る
。

即
ち
そ
れ
は

「
仏
子
、
菩
薩
摩
詞
薩
は
是
の
如
き
十
種
の
正
智
に
安
住
す
れ
ば
、
則
ち
能
く
十
種
の
巧
随
順
入
に
入
る
何
等
を
か
十
と
為
す
。

謂
ゆ
る
一
切
の
世
界
は
一
毛
道
に
入
り
、
一
毛
道
は
不
可
思
議
の
刹
を
出
す
。
一
切
衆
生
の
身
は
悉
く
一
身
に
入
り
、
一
身
に
於

て
無
量
諸
身
を
出
す
。
不
可
説
の
劫
は
悉
く
一
念
に
入
り
、
一
念
を
し
て
不
可
説
劫
に
入
ら
し
む
、
一
切
の
仏
法
は
悉
く
一
法
に

入
り
、
一
法
を
し
て
一
切
の
仏
法
に
入
ら
し
む
等
」
で
あ
る
。

更
に
又
次
に
説
い
て
こ
の
十
種
入
法
を
分
別
す
れ
ば
よ
く
十
種
の
直
心
を
安
住
す
る
こ
と
、
な
る
。

即
ち
そ
れ
．
は

「
仏
子
、
菩
薩
摩
詞
薩
は
是
の
如
き
十
種
の
入
法
を
分
別
す
れ
ば
、
則
ち
能
く
十
種
の
直
心
に
安
住
す
。
何
等
を
か
十
と
為
す
。

謂
ゆ
る
一
切
世
界
の
語
言
、
非
語
言
の
法
の
直
心
に
安
住
し
、
正
念
一
切
衆
生
の
直
心
に
安
住
し
、
等
」
で
あ
る
。

更
に
説
い
て
こ
の
十
種
の
直
心
に
安
住
す
れ
ば
、
即
ち
諸
仏
の
十
種
の
前
方
便
法
を
得
る
で
あ
ろ
う
。

即
ち
そ
れ
は

「
仏
子
、
菩
薩
摩
詞
薩
は
是
の
如
き
十
種
の
直
心
に
安
住
す
れ
ば
、
則
ち
諸
仏
の
十
種
の
巧
方
便
法
を
得
、
何
等
を
か
十
と
為
す
。

謂
ゆ
る
巧
方
便
を
得
て
普
く
諸
仏
の
深
法
を
照
し
、
巧
方
便
を
得
て
諸
仏
の
深
甚
の
悪
法
を
出
生
し
、
等
」
で
あ
る
。



　
総
べ
て
之
等
の
経
文
は
悉
く
普
賢
行
の
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
詮
す
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
そ
れ
等
は
総
べ
て
瞑
ら
ず

し
て
容
る
、
所
に
詮
は
る
＼
も
の
で
あ
る
。
故
に
之
等
を
結
ん
で

　
「
仏
子
、
是
故
に
菩
薩
懸
詞
薩
は
応
当
に
一
心
に
恭
敬
し
て
是
法
を
聴
受
す
べ
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
菩
薩
摩
二
士
、
是
法
を

　
聞
く
こ
と
を
得
ば
少
方
便
を
以
て
疾
か
に
銀
幕
多
羅
三
章
三
菩
提
を
得
、
三
世
諸
仏
と
等
し
か
ら
ん
。
」
と
。

　
こ
の
経
文
の
中
の
少
方
便
と
は
結
局
は
瞑
ら
ず
し
て
繋
る
＼
こ
と
で
あ
っ
て
即
ち
普
賢
行
と
は
大
悲
行
で
あ
る
こ
と
を
詮
は
さ
ん

が
為
で
あ
る
。
而
ら
ば
何
故
に
大
悲
は
普
賢
と
云
は
る
、
か
と
云
え
ば
大
悲
は
普
ね
く
一
切
衆
生
を
撮
化
し
て
仏
道
を
成
ぜ
し
め
ん

と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
大
慈
悲
は
徒
ら
に
衆
生
を
妄
愛
す
る
も
の
で
は
な
く
て
衆
生
の
生
活
に
同
感
し
つ
、
共
に
仏
道

を
成
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
慈
悲
に
斯
く
の
如
き
内
面
的
理
想
が
な
け
れ
ば
そ
れ
は
普
賢
で
は
な
く
し
て
普
愚
で
あ
る
故
に

大
慈
悲
は
普
賢
で
あ
る
と
云
う
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
自
身
の
本
性
も
明
ら
か
に
せ
ら
る
＼
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
経
説
に
は
如
何
に
一

切
と
云
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
る
る
か
ゴ
解
る
如
く
一
切
は
「
普
」
を
顕
現
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
華
厳
経
が
普
賢

を
開
顕
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
経
の
至
る
所
に
菩
薩
の
徳
を
讃
嘆
す
る
と
同
時
に
必
ず
普
賢
の
徳
を
意
う
と
云
い
、
又
三
十
四
品

の
重
要
な
所
は
多
く
普
賢
に
依
っ
て
説
か
れ
て
居
る
こ
と
に
於
て
知
ら
る
＼
の
で
あ
る
。

　
文
珠
は
智
慧
を
主
と
し
普
賢
は
大
悲
を
本
と
す
る
の
で
あ
っ
て
華
厳
経
に
曾
て
は
文
珠
は
普
賢
と
並
ん
で
重
要
な
位
置
に
あ
る
の

で
あ
る
。
又
善
財
童
子
の
第
一
の
善
知
識
も
文
珠
で
あ
る
、
始
め
は
終
り
に
徹
し
終
り
は
始
あ
を
成
ず
る
も
の
で
あ
る
と
せ
ば
普
賢

行
は
文
珠
智
の
徹
底
で
あ
っ
て
文
珠
智
の
根
底
に
あ
る
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
善
財
童
子
は
文
珠
師
利
の
指
示
に
随
い

悠
々
善
知
識
を
五
十
余
城
に
求
め
一
法
門
を
聞
い
て
更
に
一
法
門
を
求
め
、
一
法
門
を
証
っ
て
更
に
又
一
法
門
を
知
ら
ん
と
す
る
の

　
　
　
華
厳
経
の
善
財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
　
華
厳
経
の
善
財
童
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

で
あ
る
。
又
五
十
三
の
善
知
識
な
る
も
の
は
如
何
に
在
家
や
女
性
の
多
い
か
を
見
れ
ば
普
賢
行
は
地
上
の
教
え
を
意
味
す
る
こ
と
が

解
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
華
厳
経
こ
そ
は
真
に
仏
教
に
よ
る
人
生
を
説
く
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
要
す
る
に
華
厳
経
を
代
表
す
る
人
格
は
普
賢
菩
薩
で
あ
っ
て
、
こ
の
普
賢
菩
薩
の
行
じ
た
所
を
実
証
し
た
も
の
は
善
財
童
子
で
あ

る
。
而
し
て
こ
の
善
上
童
子
の
歩
ん
だ
道
は
そ
の
ま
、
華
厳
経
を
尽
し
て
み
る
の
で
あ
り
、
普
賢
の
行
願
で
あ
る
。
善
財
の
求
道
の

一
一
が
普
賢
行
の
　
一
で
あ
り
、
そ
の
一
行
が
一
行
即
一
凶
行
、
一
切
行
即
一
行
で
あ
っ
て
法
界
を
厳
っ
て
み
た
の
で
あ
る
。

「
註
」
（
1
）

　
　
（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

文
珠
師
利
と
は
大
乗
の
菩
薩
で
あ
っ
て
普
賢
菩
薩
と
共
に
釈
尊
の
蓋
置
で
あ
る
こ
の
菩
薩
は
一
切
衆
生
に
楽
を
与
う
。

波
羅
門
と
は
古
代
印
度
に
於
け
る
四
姓
の
一
で
あ
っ
て
自
ら
梵
天
の
後
置
で
あ
る
と
称
し
四
姓
中
の
最
高
位
に
居
る
、
祭
妃
を
執
行

す
る
故
に
宗
教
上
に
於
け
る
権
能
は
全
く
こ
の
種
族
の
手
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

探
玄
記
と
は
華
厳
経
探
玄
記
の
こ
と
で
あ
っ
て
唐
の
重
扇
大
師
法
蔵
の
撰
で
あ
る
六
十
六
華
厳
を
随
文
解
釈
し
華
厳
宗
の
要
義
を
述

べ
て
い
る
。

大
慶
紗
と
は
詳
し
く
は
大
方
革
綴
華
厳
経
随
疏
演
義
紗
と
云
う
が
略
し
て
華
厳
大
連
紗
と
云
う
、
新
訳
華
厳
を
訳
せ
る
も
の
で
あ
っ

て
唐
の
澄
観
の
撰
で
あ
る
。

優
婆
塞
と
は
在
家
の
信
者
の
こ
と
を
云
う
の
で
あ
っ
て
諸
の
善
法
に
親
近
し
、
修
面
し
、
又
諸
の
善
士
に
藩
儒
承
事
し
、
三
宝
に
近

く
住
宿
し
、
三
帰
を
受
け
て
五
戒
に
住
す
。

優
婆
夷
と
は
在
家
の
信
女
の
こ
と
を
云
う
の
で
あ
っ
て
諸
の
善
法
に
親
近
し
、
修
匂
し
、
比
丘
尼
に
新
近
し
、
承
事
し
て
三
帰
を
受

け
、
五
戒
に
住
す
。



（
7
）

（
8
）

孔
目
章
と
は
唐
の
智
撮
の
撰
で
あ
っ
て
詳
し
く
は
華
厳
経
内
洋
門
等
鼻
孔
目
と
云
い
、
或
は
単
に
孔
目
章
と
称
す
六
十
華
厳
の
七
処

八
会
に
就
き
百
四
十
墨
書
の
三
章
を
列
ね
、
本
経
一
二
一
目
の
小
乗
、
三
乗
、
一
乗
の
差
別
を
詳
か
に
し
、
華
厳
大
経
の
詮
顕
す
る

無
尽
縁
起
の
法
門
を
明
し
て
い
る
。

三
賢
と
は
賢
位
の
三
種
で
あ
っ
て
賢
は
賢
善
調
和
の
義
で
あ
る
、
善
根
を
修
し
て
煩
悩
を
制
伏
し
て
心
調
和
な
る
位
を
云
う
の
で
あ

る
、
大
乗
に
て
は
十
住
、
十
行
、
十
廻
向
の
三
を
云
う
の
で
あ
る
。

　
因
み
に
禅
寺
の
山
門
閣
上
観
音
菩
薩
の
左
辺
に
善
財
童
子
の
像
を
安
置
し
て
み
る
、
こ
れ
は
善
財
童
子
が
五
十
三
の
知
識
を
歴
訪

し
て
第
二
十
七
番
目
に
於
て
観
音
大
士
に
遇
い
て
法
を
聞
き
し
因
縁
を
取
っ
て
菩
薩
の
脇
士
と
為
せ
し
も
の
で
あ
る
。

　　　　　参歎大孔探華　　　　　考
異疏目玄厳文
　　　　　献
鋤章章記経

浄
土
、
高
僧
和
読

脇
谷
氏
「
華
厳
経
要
義
」

　
　
華
厳
経
の
善
財
童
子

五
三



　
　
華
厳
経
の
善
財
童
子

金
子
氏
「
華
厳
経
概
説
」

河
野
氏
「
華
厳
経
講
義
」

亀
川
氏
「
華
厳
学
」

湯
次
氏
「
華
厳
大
系
」

拙
著
「
華
厳
哲
学
の
研
究
」

拙
著
「
歎
異
妙
の
信
仰
」

海
音
寺
著
「
人
生
遍
路
」

龍
大
編
「
仏
教
大
辞
彙
」

五
四

（
本
学
教
授
　
宗
教
学
）


